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告
し
、
定
義
す
る
。
」
（
『
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
文
書
資
料
集
』

３
９
０
３
番
参
照
）
 

こ
の
布
告
の
内
容
は
何
世
紀

も
前
か
ら
信
者
の
間
で
信
じ
ら

れ
て
い
た
伝
承
で
す
が
、
教
皇

ピ
オ
12
世
は
第
２
次
世
界
大
戦

終
結
後
５
年
を
経
て
、
信
ず
べ

き
教
義
と
し
て
公
布
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
悲
惨
な
戦
争
を
２

度
と
繰
り
返
さ
な
い
恒
久
平
和

へ
の
悲
願
と
し
て
公
布
さ
れ
た

も
の
で
す
。
 

し
か
し
、
戦
後
80
年
を
経
た

現
在
、
世
界
情
勢
は
不
安
定
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
今
一
度
、
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
、
「
平
和
を
実
現
す
る

人
々
」
（
マ
タ
イ
５
・
９
）
に

ど
う
し
た
ら
な
れ
る
か
考
え
て

み
ま
す
。
 

聖
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
聞
き
ま

し
ょ
う
。
 

「
わ
た
し
た
ち
は
信
仰
に
よ

っ
て
義
と
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、

わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
に
よ
っ
て
神
と
の
間
に

平
和
を
得
て
お
り
、
こ
の
キ
リ

ス
ト
の
お
陰
で
、
今
の
恵
み
に

信
仰
に
よ
っ
て
導
き
入
れ
ら

れ
、
神
の
栄
光
に
あ
ず
か
る
希

望
を
誇
り
に
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ば
か
り
で
な
く
、
苦
難
を
も

誇
り
と
し
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
知
っ
て
い
る
の
で
す
、
苦
難

は
忍
耐
を
、
忍
耐
は
練
達
を
、

練
達
は
希
望
を
生
む
こ
と
を
。

希
望
は
わ
た
し
た
ち
を
欺
く
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た

ち
に
与
え
ら
れ
た
聖
霊
に
よ
っ

て
、
神
の
愛
が
わ
た
し
た
ち
の

心
に
注
が
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
」
（
ロ
―
マ
書
５
・
１
〜

５
）
 

こ
の
文
章
は
２
つ
の
点
で
私

た
ち
の
気
を
引
き
ま
す
。
 

一
つ
目
は
、
こ
の
文
章
の
内

容
は
聖
母
マ
リ
ア
の
人
生
を
思

い
出
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
 

マ
リ
ア
の
生
涯
は
信
仰
に
よ

っ
て
神
の
み
旨
を
受
け
入
れ
、

忍
耐
を
も
っ
て
こ
の
世
を
生
き

抜
き
、
神
の
栄
光
に
希
望
を
託

し
た
生
涯
で
し
た
。
わ
た
し
た

教
区
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
 

毎
年
、
８
月
15
日
は
聖
フ
ラ

ン
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
る
キ

リ
ス
ト
教
伝
来
祭
、
終
戦
記
念

日
（
日
本
司
教
団
主
催
：
平
和

旬
間
最
終
日
）
、
聖
母
被
昇
天

祭
の
３
つ
の
意
向
が
重
な
り
ま

す
。
 

そ
れ
で
今
回
は
、
聖
母
被
昇

天
祭
と
戦
後
80
年
の
節
目
に
当

た
る
恒
久
平
和
祈
念
日
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
 

１
９
５
０
年
11
月
１
日
、
教

皇
ピ
オ
12
世
は
「
無
原
罪
の
神

の
母
、
終
生
処
女
で
あ
る
マ
リ

ア
が
そ
の
地
上
の
生
活
を
終
わ

っ
た
後
、
肉
身
と
霊
魂
と
と
も

に
天
の
栄
光
に
上
げ
ら
れ
た
こ

と
は
、
神
に
よ
っ
て
啓
示
さ
れ

た
真
理
で
あ
る
と
宣
言
し
、
布

ち
も
彼
女
に
倣
い
た
い
の
で

す
。
 

二
つ
目
は
、
「
希
望
は
私
た

ち
を
欺
か
な
い
」
と
い
う
文
言

で
す
。
 

こ
れ
は
「
２
０
２
５
年
通
常

聖
年
」
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。
今

年
の
復
活
祭
の
翌
日
に
帰
天
さ

れ
た
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
選

ん
だ
言
葉
で
す
。
 

マ
リ
ア
さ
ま
の
精
神
と
通

じ
、
彼
女
を
深
く
崇
敬
し
て
い

た
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
自

ら
の
希
望
で
、
聖
母
マ
リ
ア
に

捧
げ
ら
れ
た
「
サ
ン
タ
・
マ
リ

ア
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
大
聖
堂
」

に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

最
後
に
、
一
般
に
よ
く
言
わ

れ
る
「
恒
久
平
和
」
と
い
う
言

葉
に
つ
い
て
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ

ス
の
言
葉
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

彼
は
言
っ
て
い
ま
す
。
 

「
２
種
の
愛
が
二
つ
の
国
を

つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
世
の
国
を
つ
く
っ
た

の
は
神
を
侮
る
ま
で
に
な
っ
た

自
己
愛
で
あ
り
、
天
の
国
を
つ

く
っ
た
の
は
自
己
を
侮
る
ま
で

な
っ
た
神
の
愛
で
あ
る
。
」

（
服
部
栄
次
郎
訳
『
ア
ウ
グ
ス

キリスト教伝来記念祭ミサ 

侍者募集（8月15日） 
対象：青年・壮年（男女） 
当日14時30分、ザビエル教会主
聖堂に集合 
※自分用のアルバを持参のこと

チ
ヌ
ス
　
神
の
国
（
三
）
』
第

14
巻
　
第
28
章
）
 

お
そ
ら
く
、
こ
の
世
で
は
恒

久
平
和
の
実
現
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
「
力
に
よ
る
平
和
」

が
精
一
杯
で
、
神
を
侮
る
ま
で

の
自
己
愛
に
満
ち
た
社
会
で
は

な
お
さ
ら
で
す
。
 

わ
た
し
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
の

希
求
す
る
恒
久
平
和
と
は
、
悪

魔
の
わ
ざ
で
あ
る
罪
と
死
に
勝

利
し
た
キ
リ
ス
ト
の
復
活
が
も

た
ら
す
永
遠
の
い
の
ち
に
あ
ず

か
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

鹿
児
島
教
区
で
働
く
聖
職
者

た
ち
が
集
い
重
要
な
問
題
を
検

討
、
分
か
ち
合
う
コ
ン
ベ
ン
ツ

ス
が
７
月
８
日
（
火
）
教
区
本

部
で
あ
っ
た
。
 

教
区
本
部
に
は
中
野
司
教
を

は
じ
め
と
し
て
19
人
の
司
祭
と

５
月
に
叙
階
さ
れ
た
久
山
助
祭

が
駆
け
つ
け
た
ほ
か
、
静
養
中

の
テ
ヨ
ド
ル
・
メ
ニ
ッ
ヒ
神
父

を
見
舞
う
た
め
に
鹿
児
島
に
来

て
い
た
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
日

本
準
管
区
長
の
井
上
武
神
父
も

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し

た
。
遠
距
離
で
あ
る
こ
と
や
仕

事
の
都
合
で
会
場
に
来
る
こ
と

が
で
き
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席

し
た
の
は
７
人
だ
っ
た
。
 

会
議
で
は
ま
ず
本
部
か
ら
の

報
告
が
あ
り
、
霧
島
彬
神
父
か

ら
体
調
を
崩
し
て
い
る
永
山
幸

弘
神
父
と
桃
薗
淳
一
郎
助
祭
の

様
子
が
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
青

年
の
祝
祭
（
ロ
ー
マ
・
７
月
27

日
か
ら
８
月
５
日
）
に
同
伴
す

る
霧
島
神
父
が
、
教
区
か
ら
の

参
加
者
２
人
の
た
め
に
い
く
つ

か
の
小
教
区
で
行
わ
れ
た
参
加

費
援
助
献
金
に
つ
い
て
報
告
し

た
ほ
か
、
今
年
の
「
キ
リ
ス
ト

教
伝
来
記
念
祭
」
（
８
月
15

日
）
の
内
容
が
公
表
さ
れ
た
。
 

そ
れ
に
よ
る
と
今
年
の
キ
リ

ス
ト
教
伝
来
記
念
祭
は
、
鹿
児

島
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
教

会
で
17
時
か
ら
聖
母
被
昇
天
の

司
教
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
ミ

 

聖
母
被
昇
天
祭
と
恒
久
平
和
　
　
 

鹿
児
島
教
区
司
教
  　
中

野

裕

明

ミ
サ
依
頼
の
超
自
然
的
価
値
 

ミ
サ
の
規
定
に
つ
い
て
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
で
確
認

サ
の
始
ま
る
１
時
間
前
か
ら
は

「
ゆ
る
し
の
秘
跡
」
を
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
16
時
か
ら
は
、
ザ

ベ
リ
オ
宣
教
会
司
祭
で
か
つ
て

鹿
児
島
教
区
で
働
き
、
種
子
島

教
会
の
建
設
に
尽
力
し
た
ル
チ

ア
ノ
・
マ
ゾ
ッ
キ
神
父
の
講
話

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
 

本
部
か
ら
報
告
の
後
は
、
聖

職
者
省
か
ら
今
年
の
４
月
13
日

に
出
さ
れ
た
「
聖
な
る
ミ
サ
の

意
向
に
関
す
る
規
律
に
つ
い
て

の
教
令
」
（
セ
ク
ン
ド
ゥ
ム
・

プ
ロ
バ
ト
ゥ
ム
）
に
つ
い
て
、

霧
島
神
父
か
ら
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
は
主
任
司
祭
に
課

せ
ら
れ
た
主
日
の
「
自
己
に
委

ね
ら
れ
た
民
の
た
め
の
ミ
サ
」

の
義
務
と
ミ
サ
奉
納
金
を
受
領

し
た
意
向
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に

ミ
サ
を
た
て
る
と
い
う
原
則
の

上
で
、
例
外
措
置
と
し
て
の

「
意
向
合
併
」
の
ミ
サ
回
数
の

制
限
が
今
回
の
新
規
定
で
撤
廃

さ
れ
た
こ
と
、
同
時
に
意
向
を

合
併
す
る
際
の
条
件
は
従
来
通

り
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
さ
ら
に
信
徒
へ
の
丁
寧

な
説
明
を
通
し
て
ミ
サ
依
頼
と

奉
献
金
の
持
つ
超
自
然
的
価
値

の
再
発
見
を
促
す
こ
と
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
た
。
 

そ
の
後
は
中
野
司
教
か
ら
経

常
収
支
が
大
幅
な
赤
字
と
な
っ

て
い
る
教
区
の
財
政
状
況
に
関

し
て
、
今
後
は
「
司
祭
給
与
分

担
金
」
の
よ
う
な
制
度
の
導
入

も
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
の
説
明
が
あ
り
、
諸
案
を
検

討
し
た
上
で
、
秋
の
教
区
評
議

会
の
テ
ー
マ
と
し
た
い
旨
が
告

げ
ら
れ
た
。

聖
年
に
寄
せ
て
（
６
）

今
年
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
記
念
祭
 

開
催
日
：
８
月
15
日
（
金
）
 

場
　
所
：
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
 

内
　
容
 

①
ル
チ
ア
ノ
・
マ
ゾ
ッ
キ
神
父
（
聖
ザ
ベ
リ
オ
宣
教

会
）
講
話
「
ザ
ビ
エ
ル
と
諸
宗
教
対
話
」
（
16
時
〜

16
時
45
分
）
 

②
ゆ
る
し
の
秘
跡
（
16
時
〜
17
時
）
 

③
聖
母
被
昇
天
ミ
サ
（
17
時
）
司
式
：
中
野
裕
明
司
教
 

④
茶
話
会
（
ミ
サ
後
）

日本カトリック平和旬間 
=８月６日～15日= 

1981年、聖ヨハネ・パウロ２世教皇は
広島で、「過去を振り返ることは、将来
に対する責任を担うことである」と述べ
られました。戦争を振り返り、平和を思
うとき、平和は単なる願望ではなく、具
体的な行動でなければなりません。そこ
で日本のカトリック教会は、その翌年、
もっとも身近で忘れることのできない、
広島や長崎の事実を思い起こすのに適し
た８月６日から15日までの10日間を「日
本カトリック平和旬間」と定めました。 
「平和旬間」に広島教区と長崎教区で

は、全国から司教をはじめとして多くの
信者が集まり、「平和祈願ミサ」がささ
げられます。各教区でも、平和祈願ミサ
や平和行進、平和を主題とした映画会、
講演会、研修会、平和を求める署名など
が行われます。
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２
０
２
４
年
12
月
31
日
現
在

の
鹿
児
島
教
区
の
信
徒
総
数
は

男
性
３
０
３
６
人
、
女
性
４
８

４
０
人
の
合
計
７
８
７
６
人
と

な
っ
て
お
り
、
つ
い
に
８
０
０

０
人
を
下
回
っ
た
。
因
み
に
２

０
２
３
年
末
の
統
計
で
は
、
信

徒
総
数
は
８
１
２
０
人
だ
っ

た
。
昨
年
末
で
居
所
の
分
か
ら

な
い
信
徒
は
全
体
の
８
％
に
当

た
る
６
４
２
人
、
２
０
２
４
年

中
に
亡
く
な
っ
た
方
は
１
０
０

人
、
受
洗
さ
れ
た
方
は
41
人
だ

っ
た
。
 

２
０
１
５
年
か
ら
10
年
間
の

統
計
を
見
て
分
か
る
の
は
、
10

年
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
信
徒

は
１
１
３
８
人
、
洗
礼
を
受
け

ら
れ
た
方
は
５
５
５
人
で
、
帰

天
さ
れ
た
方
が
信
者
の
誕
生
を

５
８
３
人
上
回
っ
て
い
る
（
※

信
徒
総
数
が
１
万
人
を
超
え
て

い
た
１
９
８
０
年
代
の
洗
礼
者

数
は
毎
年
３
０
０
人
を
超
え
て

い
た
）
。
こ
れ
に
加
え
転
出
な

ど
で
教
区
を
離
れ
て
行
か
れ
た

方
、
何
ら
か
の
理
由
で
小
教
区

か
ら
除
籍
さ
れ
た
居
所
不
明
者

な
ど
が
多
く
い
た
こ
と
か
ら
８

０
０
０
人
を
割
っ
て
し
ま
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
が
、
実
際
の
と

こ
ろ
主
任
司
祭
た
ち
が
長
期
間

居
所
不
明
だ
っ
た
信
徒
を
除
籍

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ

と
は
、
あ
る
意
味
理
に
か
な
っ

て
お
り
、
７
８
７
６
人
と
い
う

信
徒
数
は
現
実
的
な
数
字
だ
と

思
わ
れ
る
。
 

そ
ん
な
中
、
気
に
な
る
の
は

主
日
の
ミ
サ
の
参
列
者
の
数
で

あ
る
。
２
０
１
５
年
に
は
25
・

４
％
だ
っ
た
参
列
者
の
比
率
が

急
激
に
下
が
っ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
コ
ロ
ナ
禍
（
２
０
１
９
年

か
ら
）
の
影
響
を
受
け
て
２
０

１
９
年
は
23
・
２
％
と
な
り
、

２
０
２
０
年
か
ら
の
３
年
間
は

17
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
新
型
肺
炎
（
コ
ロ
ナ
）
蔓
延

を
防
ぐ
た
め
に
主
日
の
ミ
サ
に

お
け
る
三
密
を
避
け
て
の
措
置

が
取
ら
れ
た
た
め
で
仕
方
の
な

い
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
コ
ロ

ナ
が
５
類
に
移
行
（
２
０
２
３

年
）
さ
れ
一
時
的
に
18
％
と
若

干
増
え
て
き
た
が
、
２
０
２
４

年
に
は
17
％
と
下
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
間
に

信
徒
の
ミ
サ
に
対
す
る
考
え
方

に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
（
※
ミ
サ
参
列
者
の
割

合
は
、
小
教
区
の
信
徒
総
数
か

ら
居
所
不
明
者
を
除
い
た
数

で
、
小
教
区
か
ら
報
告
の
あ
っ

た
主
日
の
ミ
サ
参
列
者
数
を
割

っ
た
も
の
。
）
 

ミ
サ
参
列
者
を
地
区
別
に
見

て
み
る
と
６
つ
の
教
会
が
あ
る

鹿
児
島
市
内
の
ミ
サ
参
列
者
は

18
・
５
％
。
種
子
島
は
77
％
、

姶
良
地
区
（
姶
良
、
国
分
、
溝

辺
）
は
21
・
６
％
、
大
隅
地
区

（
鹿
屋
、
垂
水
、
志
布
志
）

24
・
９
％
、
北
薩
地
区
（
出

水
、
阿
久
根
、
入
来
、
大
口
、

川
内
）
17
・
８
％
、
南
薩
地
区

（
指
宿
、
加
世
田
）
17
・

６
％
、
奄
美
大
島
地
区
15
・

16
％
、
徳
之
島
地
区
（
母
間
、

和
泊
）
15
・
２
％
と
な
っ
て
い

る
。
因
み
に
奄
美
市
内
（
大
笠

利
、
名
瀬
聖
心
、
古
田
町
、
小

宿
、
大
熊
）
の
み
で
は
14
・

７
％
、
沖
永
良
部
の
和
泊
を
除

い
た
徳
之
島
だ
け
で
は
10
％
だ

っ
た
。
 

地
区
ご
と
に
高
齢
化
や
対
象

と
な
る
教
会
の
規
模
に
差
が
あ

る
た
め
、
算
出
さ
れ
た
数
字
が

ふ
さ
わ
し
い
の
か
判
断
が
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
主
日

に
信
徒
が
教
会
に
集
ま
る
の
が

困
難
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
の

が
分
か
る
。
 

年
代
別
の
信
徒
数
な
ど
も
調

査
で
き
れ
ば
、
高
齢
化
の
様
子

な
ど
も
把
握
で
き
て
、
よ
り
小

教
区
の
実
態
が
つ
か
め
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
 

今
後
の
教
会
の
こ
と
を
考
え

る
際
に
気
に
な
る
の
は
、
入
信

者
の
数
や
教
会
学
校
、
勉
強
会

な
ど
で
あ
る
。
昨
年
末
で
洗
礼

に
つ
な
が
る
入
信
者
が
い
る
の

は
６
つ
の
教
会
で
12
人
。
幼
稚

園
児
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た

教
会
学
校
を
開
い
て
い
る
の
は

13
小
教
区
で
、
そ
の
数
は
95
人

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
中
学
生
、
高
校
生
対
象
に
な

る
と
４
つ
の
小
教
区
で
そ
れ
ぞ

れ
21
人
、
15
人
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
活
動
や
塾

通
い
で
忙
し
い
子
ど
も
た
ち
の

実
態
と
そ
れ
に
対
応
し
き
れ
て

い
な
い
教
会
側
の
様
子
が
う
か

が
い
知
れ
る
。
 

た
だ
大
人
た
ち
を
対
象
に
し

た
勉
強
会
が
８
つ
の
小
教
区
で

実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
が

85
人
と
な
っ
て
い
る
。
信
徒
対

象
な
の
か
一
般
市
民
対
象
な
の

か
は
定
か
で
な
い
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
か
す
か
な
希
望
と
な

っ
て
い
る
と
言
え
る
と
思
う
。
 

今
後
も
主
日
の
ミ
サ
へ
の
参

列
は
伸
び
て
行
き
づ
ら
い
と
思

わ
れ
る
が
、
小
教
区
で
高
齢
者

の
送
迎
に
つ
い
て
話
し
合
う
な

ど
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
 

 
CHÚA NH T B  
 

c h i: "T i sao b i Công giáo mà ch  
nh ? 
Ch c h  tr  l i cho vi c mình không 

n nhà th  vào ngày chúa nh t.  
Có l  ng m y ai quan tâm lý do b n  có chính 

a b n v i Thiên Chúa. 
ng, m p gia 

m v  v   ng xuyên vào nh ng 
d p l  t t là l   

i a ta v
t . Vi n nhà th  tham d  thánh l  là b n ph n c i tín h u, 
là d p b n th  hi n ni m tin c a mình. Th t v c tin không có 

ng, thì qu  c tin ch t (Gc 2,11). Có nhi u cách th  hi n 
ni m tin, vi c tham d  Thánh l  là cách th  hi n rõ ràng và c  th  cho 
Th  gi ng v  ni m tin c a mình. 
S  cho ni m tin non n t 
c a m i chúng ta - không có ai  g n nh c nh , ch c ai 
thúc gi c. 

  b n chuy n t  c tin th  
nh c tin cá v  - không còn: b   
nh c nh , la r y, ép bu  nguy n v i Chúa, tham d  
Thánh l  nh c a Giáo H i, th  hi n ni m tin cá v  vào 
Thiên  Chúa - ng b ng. 

n khi cu c s n thân b t l c m t 
c nh hu  c y nh  i 
tr n th  n m n Thiên Chúa.  
Sao b n t    

y, bình yên, h nh phúc, thành công...Ch c ch n cái b
s   i b y tràn chan ch a. 
Hãy nh  r i b ng ng n v i Chúa. 
Hãy qu n v ng hi u gì. H ng ân 
và quy n t trên m i rào c n ngôn ng  và 
gi i h n c i, ch  là b  lãnh nh n hay không?  
 
Lucianhthy spp 
 

信
徒
総
数
８
千
人
を
割
る
 

２
０
２
４
年
末
の
鹿
児
島
教
区
教
会
現
勢
報
告
か
ら

鹿児島司教区　教会現勢報告 

2024年12月31日現在 

６
月
29
日
（
日
）
午
後
、
教

区
本
部
を
会
場
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
も
利
用
し
て
教
区
経
済
問

題
評
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
 

会
議
で
は
昨
年
度
の
「
教
区

会
計
収
支
計
算
」
が
報
告
さ

れ
、
逼
迫
す
る
教
区
会
計
の
今

後
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
が
な

さ
れ
た
。
 

今
回
の
会
議
で
は
特
に
「
特

定
預
金
」
の
資
料
が
準
備
さ

れ
、
中
野
司
教
が
過
去
10
年
に

お
け
る
特
定
預
金
の
取
崩
し
状

況
を
説
明
し
、
そ
の
う
え
で
来

年
度
以
降
は
そ
れ
を
取
崩
し
て

の
予
算
化
が
難
し
い
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状

か
ら
収
入
増
加
に
つ
い
て
評
議

員
か
ら
も
信
徒
負
担
へ
の
お
願

い
、
司
祭
寄
付
金
、
唐
湊
の
旧

司
教
館
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
教

区
財
政
立
て
直
し
に
つ
い
て
は

10
月
に
開
催
予
定
の
教
区
評
議

会
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

（
報
告
・
泉
浩
二
神
父
）

教
区
経
済
問
題
評
議
会
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通
い
、
小
学
校
に
入
る
と
、
学

校
帰
り
に
は
教
会
に
行
っ
て

「
け
い
こ
」
（
要
理
ク
ラ
ス
）

に
あ
ず
か
り
、
小
学
６
年
生
ま

で
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
全
体

を
『
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
書
』
を

通
し
て
学
び
、
聖
体
や
堅
信
の

秘
跡
を
受
け
た
。
 

こ
う
し
て
、
入
信
の
三
秘
跡

を
受
け
終
わ
り
、
小
学
校
卒
業

と
と
も
に
一
人
前
の
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
と
し
て
の
人
生
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
 

思
え
ば
な
ん
と
恵
ま
れ
た
人

生
だ
ろ
う
。
も
し
も
カ
ト
リ
ッ

ク
の
家
庭
に
生
ま
れ
な
か
っ
た

ら
、
い
ま
だ
に
人
生
の
目
的
も

希
望
も
知
ら
ず
に
右
往
左
往
し

て
い
る
か
も
知

れ
な
い
。
だ
か

ら
、
感
謝
の
一
語
に
尽
き
る

が
、
子
供
の
頃
か
ら
カ
ト
リ
ッ

ク
信
仰
と
教
会
は
わ
た
し
の
人

生
の
真
ん
中
に
あ
り
、
生
活
の

す
べ
て
が
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を

中
心
に
回
転
し
て
き
た
。
 

教
区
報
で
は
故
・
糸
永
真
一

司
教
が
２
０
０
６
年
か
ら
２
０

１
５
年
に
書
か
れ
た
ブ
ロ
グ

「
カ
ト
リ
ッ
ク
時
評
・
折
々
の

想
い
」
か
ら
季
節
に
あ
っ
た
も

の
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

今
月
は
聖
母
被
昇
天
の
祭
日
へ

の
思
い
を
紹
介
す
る
。
 

 ８
月
15
日
は
い
ろ
い
ろ
な
記

念
が
重
な
っ
て
い
る
。
わ
た
し

に
と
っ
て
は
聖
母
被
昇
天
祭
、

終
戦
記
念
日
、
そ
し
て
ザ
ビ
エ

ル
の
鹿
児
島
上
陸
。
周
辺
に
は

お
盆
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中

で
、
子
供
の
頃
か
ら
親
し
ん
で

き
た
の
は
「
聖
母
被
昇
天
祭
」

で
あ
る
。
 

カ
ト
リ
ッ
ク
の
家
庭
に
生
ま

れ
、
幼
児
洗
礼
を
授
け
ら
れ
た

わ
た
し
は
、
気
が
つ
い
た
頃
に

は
家
庭
で
の
「
朝
夕
の
祈

り
」
、
朝
昼
晩
の
「
お
告
げ
の

祈
り
」
、
「
食
前
食
後
の
祈

り
」
が
あ
っ
た
。
日
曜
日
に

は
、
母
に
連
れ
ら
れ
て
ミ
サ
に

１
日
（
金
）
ウ
ォ
ラ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ボ
ス
コ
神
父
叙
階
記
念

（
２
０
０
５
年
）
 

３
日
（
日
）
年
間
第
18
主
日
 

▼
ル
ー
シ
ン
神
父
命
日
（
１
９
９
４
年
）
 

４
日
（
月
）
李
秉
德
神
父
霊
名
（
聖
ビ
ア
ン
ネ
）
 

５
日
（
火
）
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時
 

６
日
（
水
）
主
の
変
容
 

７
日
（
木
）
小
平
卓
保
神
父
命
日
（
２
０
０
５
年
）
 

８
日
（
金
）
宋
診
旭
神
父
霊
名
（
聖
ド
ミ
ニ
コ
）
 

▼
里
脇
浅
次
郎
枢
機
卿
命
日
（
１
９
９
６
年
）
 

９
日
（
土
）
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時
 

10
日
（
日
）
年
間
第
19
主
日
 

▼
ラ
バ
ン
の
聖
母
祭
・
か
ん
ま
ち
あ
公
園
 

15
日
（
金
）
聖
母
マ
リ
ア
の
被
昇
天
 

▼
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
記
念
祭
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
16
時
 

17
日
（
日
）
年
間
第
20
主
日
 

23
日
（
土
）
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時
 

24
日
（
日
）
年
間
第
21
主
日
 

▼
オ
リ
ー
ブ
の
会
・
教
区
本
部
・
14
時
 

▼
坂
本
進
神
父
命
日
（
２
０
２
２
年
）
 

28
日
（
木
）
金
熙
一
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
９
５
年
）
 

▼
鈴
木
康
由
神
父
霊
名
（
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
）
 

▼
橋
口
啓
悟
神
父
霊
名
（
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
）
 

▼
山
口
重
義
神
父
命
日
（
２
０
１
６
年
）
 

▼
オ
ー
バ
ン
神
父
命
日
（
１
９
８
８
年
）
 

30
日
（
土
）
ペ
ル
リ
ー
ニ
神
父
命
日
（
２
０
０
８
年
）
 

31
日
（
日
）
年
間
第
22
主
日
 

 【
司
教
日
程
】
１
日
阿
久
根
教
会
（
聖
園
老
人
ホ
ー
ム
）
ミ
サ
、
３

日
諸
宗
教
平
和
学
習
巡
礼
、
10
日
ラ
バ
ン
の
聖
母
祭
、
15
日
キ
リ
ス

ト
教
伝
来
記
念
祭
、
21
日
大
口
明
光
学
園
 

 

祈
り
の
意
向
 

【
教
皇
の
意
向
】
共
存
 

【
日
本
の
教
会
】
平
和
 

会

と

催

し

　
８
月

そ
う
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
人
生

の
中
で
、
聖
母
マ
リ
ア
が
魂
も

体
も
天
に
上
げ
ら
れ
た
神
秘
を

祝
う
聖
母
被
昇
天
祭
は
、
ひ
と

し
お
思
い
出
深
く
わ
た
し
の
人

生
を
彩
っ
て
き
た
。
 

子
供
の
頃
、
夏
休
み
の
真
ん

中
あ
た
り
に
や
っ
て
く
る
こ
の

祝
祭
は
、
「
か
か
ら
団
子
の
祝

日
」
と
も
呼
ん
で
い
た
。
か
か

ら
団
子
と
は
、
か
か
ら
の
葉
で

包
ん
だ
ア
ン
コ
入
り
の
米
粉
の

ま
ん
じ
ゅ
う
で
、
聖
母
被
昇
天

の
前
に
は
、
母
に
言
わ
れ
て
か

か
ら
の
葉
っ
ぱ
を
採
り
に
行
っ

た
も
の
だ
。
後
で
知
る
の
だ

が
、
長
崎
の
浦
上
あ
た
り
で
は

「
ふ
く
れ
ま
ん
じ
ゅ
う
の
祝
い

日
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う

だ
。
 

永
井
隆
博
士
の
歌
に
、
「
も

ろ
た
と
バ
イ
ふ
と
か
と
ば
、
ふ

く
れ
ま
ん
じ
ゅ
う
の
ふ
と
か
と

ば
」
が
あ
る
の
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

に
と
っ
て
、
聖
母
被
昇
天
祭

は
、
内
的
に
ば
か
り
で
は
な

く
、
貧
し
い
な
が
ら
も
食
事
や

着
物
に
ま
で
も
喜
び
を
も
た
ら

す
祝
祭
で
あ
っ
た
。
 

大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
聖

母
被
昇
天
祭
で
記
念
す
る
キ
リ

ン
シ
ス
コ
教
皇
さ
ま
が
繰
り
返

し
重
要
視
し
て
い
た
神
と
の
１

対
１
の
「
あ
な
た
と
わ
た
し
」

と
い
う
関
係
性
を
築
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

わ
た
し
は
霊
操
を
受
け
る
ず

っ
と
前
に
、
イ
エ
ス
さ
ま
と
人

格
的
な
出
会
い
を
し
て
い
ま

す
。
 

ま
だ
社
会
で
働
い
て
い
る
時

で
し
た
が
、
１
か
月
の
間
、
仕

事
か
ら
帰
っ
て
新
約
聖
書
を
読

み
続
け
て
い
る
時
で
し
た
。
そ

の
一
か
月
間
は
読
ん
で
い
る
時

も
そ
う
で
な
い
時
も
、
目
で
見

る
こ
と
も
、
声
が
聞
こ
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

常
に
イ
エ
ス
さ
ま
が
一
緒
に
い

て
く
れ
ま
し
た
。
 

教
会
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
離
れ

イ
グ
ナ
チ
オ
の
観
想
体
験
 

 こ
れ
ま
で
少
し
分
か
り
づ
ら

い
こ
と
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
以
前
に
も
書
い
た
通

り
、
「
霊
操
は
体
験
す
る
こ
と

が
一
番
」
で
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
自
分
の
体
験
し
た
こ
と
を

少
し
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
 

わ
た
し
が
「
三
十
日
間
の
霊

操
」
を
受
け
た
の
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
色
々
な
こ
と
が
あ
り
、

１
年
の
休
学
を
言
い
渡
さ
れ
、

聖
母
被
昇
天
の
祭
日
に
思
う
 

故
・
糸
永
真
一
司
教
の
ブ
ロ
グ
か
ら

そ
の
１
年
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
与
え
ら
れ
た
時
で
し

た
。
休
学
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

言
っ
て
も
、
厳
し
い
罰
と
い
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
自
分
に
と

っ
て
は
ま
さ
に
癒
し
の
期
間
と

な
り
ま
し
た
が
、
特
に
霊
操
に

よ
っ
て
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
 

イ
グ
ナ
チ
オ
の
観
想
の
特
徴

は
、
イ
エ
ス
さ
ま
と
直
接
に
人

格
的
な
出
会
い
が
で
き
る
こ
と

で
す
。
 

イ
エ
ズ
ス
会
出
身
の
故
フ
ラ

ス
ト
教
の
神
秘
に
広
さ
、
深
さ

を
一
層
よ
く
知
る
よ
う
に
な

る
。
特
に
、
尊
者
ピ
オ
12
世
教

皇
に
よ
っ
て
１
９
５
０
年
11
月

１
日
に
行
わ
れ
た
「
聖
母
被
昇

天
の
教
義
宣
言
」
に
よ
っ
て
、

聖
母
被
昇
天
の
神
秘
が
余
す
と

こ
ろ
な
く
解
き
明
か
さ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
こ
の
教
義
宣
言
に

お
い
て
公
布
さ
れ
た
使
徒
憲
章

〝
M
unificentissim
us D
eus〞

（
恵
み
あ
ふ
れ
る
神
）
の
中
か

ら
、
次
の
一
文
を
想
起
し
た

い
。
 

「
永
遠
か
ら
、
同
じ
一
つ
の

予
定
の
決
定
に
よ
っ
て
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
神
秘
的
に
結

ば
れ
、
汚
れ
な
い
者
と
し
て
懐

胎
さ
れ
、
全
き
処
女
の
ま
ま
神

の
母
と
な
り
、
罪
と
そ
の
結
果

に
完
全
に
打
ち
勝
っ
た
、
聖
な

る
贖
い
主
の
気
高
い
協
力
者
、

神
の
偉
大
な
母
マ
リ
ア
は
、
最

後
に
そ
の
種
々
の
特
権
の
最
高

の
完
了
と
し
て
墓
の
腐
敗
を
免

れ
、
わ
が
子
と
同
様
に
死
に
打

ち
勝
っ
て
、
体
も
魂
も
、
天
上

の
栄
光
に
上
げ
ら
れ
る
と
い
う

恵
み
を
受
け
た
。
そ
こ
で
マ
リ

ア
は
、
永
遠
で
不
死
の
王
で
あ

る
わ
が
子
の
右
に
い
て
、
女
王

と
し
て
輝
く
の
で
あ
る
」
 

て
い
て
信
仰

も
感
じ
ら
れ

な
い
よ
う
な

時
で
し
た

が
、
こ
の
人

が
イ
エ
ス
と

い
う
方
で
、

神
さ
ま
で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き

り
と
分
か
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
宗
教
体
験
と
い
う
そ

う
で
す
。
 

イ
エ
ス
さ
ま
は
、
だ
れ
よ
り

も
、
友
だ
ち
や
家
族
よ
り
も
身

近
な
存
在
で
、
お
し
ゃ
べ
り
で

し
た
。
こ
の
一
か
月
の
体
験
に

よ
っ
て
、
ま
ず
心
が
変
え
ら

れ
、
「
こ
の
人
に
従
い
た
い
」

と
い
う
思
い
に
あ
ふ
れ
、
神
学

校
へ
の
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

三
十
日
間
の
霊
操
で
こ
の
追

イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊
操
㉖
 

紫
原
教
会
主
任
司
祭
　
貴
島
丈
弥

体
験
と
、
さ
ら
に
深
い
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

イ
エ
ス
さ
ま
も
、
初
め
て
出

会
っ
た
時
と
同
じ
人
格
で
、
明

る
く
て
お
し
ゃ
べ
り
で
し
た

し
、
マ
リ
ア
さ
ま
と
ヨ
セ
フ
さ

ま
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
し

た
。
 

霊
操
を
受
け
た
時
の
わ
た
し

の
魂
は
、
「
み
だ
れ
た
愛
着
」

と
「
罪
」
に
ま
み
れ
、
神
さ
ま

か
ら
は
遠
く
離
れ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
お
祈
り
は
絶
え

ず
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
誘
惑

に
対
し
て
の
抵
抗
は
と
て
も
弱

い
も
の
で
し
た
。
そ
の
結
果
が

１
年
間
の
休
学
だ
っ
た
の
で
す

が
、
神
さ
ま
が
私
を
見
放
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
人
間
と
な
っ

た
神
の
子
キ
リ
ス
ト
の
人
類
贖

い
の
み
業
の
神
秘
に
不
可
欠
の

使
命
を
も
つ
者
と
し
て
結
ば
れ

た
マ
リ
ア
は
、
原
罪
の
汚
れ
を

免
れ
、
恩
寵
に
満
た
さ
れ
、
聖

霊
に
よ
っ
て
処
女
の
ま
ま
神
の

母
と
な
り
、
十
字
架
上
の
御
子

の
犠
牲
に
完
全
に
自
己
を
一
致

さ
せ
た
故
に
、
死
の
腐
敗
に
服

す
る
こ
と
な
く
、
霊
肉
と
も
に

天
に
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
偉
大
な
救
い
の
神
秘
全
体

を
、
わ
た
し
た
ち
は
聖
母
被
昇

天
祭
に
お
い
て
記
念
し
、
祝

う
。
つ
ま
り
、
聖
母
被
昇
天
祭

は
「
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
」
の
中

で
祝
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
 

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、

８
月
15
日
は
、
終
戦
記
念
も
大

事
、
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
る
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
来
も
大
事
で
あ
る

が
、
や
は
り
、
ま
ず
も
っ
て
聖

母
被
昇
天
祭
に
お
い
て
記
念

し
、
祝
わ
れ
る
神
の
神
秘
、
神

の
御
業
こ
そ
一
番
大
事
で
は
な

い
か
と
思
う
。
こ
の
神
秘
へ
の

信
仰
と
希
望
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

ザ
ビ
エ
ル
渡
来
も
終
戦
も
、
そ

し
て
す
べ
て
の
人
間
的
な
出
来

事
の
真
の
意
味
と
目
的
と
を
正

し
く
認
識
し
、
記
念
す
る
こ
と

ベ
ト
ナ
ム
の
聖
母
「
Ｌ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｇ
祭
」
 

 
地
元
信
者
と
外
国
籍
信
者
で
 

と
も
に
聖
年
の
喜
び
を
味
わ
お
う
　
 

開
催
：
８
月
10
日
（
日
）
 

場
所
：
か
ん
ま
ち
あ
公
園
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

①
12
時
　
教
区
聖
年
巡
礼
指
定
教
会
「
ザ
ビ
エ
ル
教
会
」
に

集
合
し
お
告
げ
の
祈
り
、
そ
の
後
「
か
ん
ま
ち
あ
]（
鹿
児

島
市
浜
町
２
番
20
）
に
移
動
 

②
13
時
〜
「
青
年
の
集
い
」
と
聖
歌
練
習
 

③
15
時
〜
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
と
聖
母
行
列
 

④
16
時
〜
主
日
の
ミ
サ
（
中
野
裕
明
司
教
主
司
式
）
 

⑤
ミ
サ
後
　
懇
親
会
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尾
木
教
会
、
龍
郷
教
会
を
訪

問
。
お
昼
に
は
龍
郷
の
信
者
さ

ん
宅
で
島
料
理
で
昼
食
、
大
感

激
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に

笠
利
町
へ
移
動
し
、
今
回
の
巡

礼
の
最
後
（
21
番
目
）
の
平
教

通
常
聖
年
の
今
年
、
志
布
志

市
に
あ
る
志
布
志
教
会
（
ベ
ル

ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
神
父
主
任
司

祭
）
で
は
、
奄
美
大
島
の
教
会

巡
礼
と
観
光
を
計
画
し
12
人
の

信
者
で
５
月
16
〜
19
日
に
３
泊

４
日
の
日
程
で
奄
美
へ
行
き
ま

し
た
。
 

前
日
か
ら
桜
島
の
大
爆
発
で

飛
行
機
の
離
陸
が
40
分
も
遅
れ

ま
し
た
が
、
無
事
に
奄
美
空
港

に
着
き
ま
し
た
。
梅
雨
に
入
っ

た
奄
美
で
し
た
が
、
天
気
は
私

た
ち
を
歓
迎
し
て
い
る
か
の
よ

う
な
上
天
気
で
一
同
安
心
し
ま

し
た
。
 

最
初
に
訪
問
し
た
教
会
は
昨

年
献
堂
さ
れ
た
大
笠
利
で
、
主

任
司
祭
の
藤
沢
神
父
様
の
計
ら

い
で
ご
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、
ミ

サ
後
は
信
徒
会
館
で
笠
利
の
信

者
さ
ん
た
ち
が
準
備
し
て
く
だ

さ
っ
た
島
の
食
べ
物
で
お
茶
会

と
な
り
ま
し
た
。
85
歳
と
は
思

え
な
い
藤
沢
神
父
様
の
素
晴
ら

し
い
歌
声
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
教

会
を
あ
と
に
し
て
奄
美
大
島
最

北
端
の
用
岬
を
回
っ
て
ホ
テ
ル

へ
向
か
い
ま
し
た
。
 

２
日
目
は
、
奄
美
市
内
の
マ

リ
ア
教
会
か
ら
住
用
の
山
間
教

会
へ
。
さ
ら
に
瀬
戸
内
町
に
移

動
し
、
砂
の
な
い
丸
い
石
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
ホ
ノ
ホ
シ
海
岸

見
物
、
ま
た
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で

海
底
見
学
を
楽
し
ん
で
古
仁
屋

教
会
を
訪
ね
ま
し
た
。
 

そ
の
後
は
瀬
戸
内
町
か
ら
奄

美
大
島
で
唯
一
教
会
が
な
い
宇

検
村
を
通
り
、
大
和
村
へ
。
そ

こ
で
は
故
西
田
正
神
父
様
が
計

画
し
て
献
堂
さ
れ
た
ロ
グ
ハ
ウ

ス
の
よ
う
な
大
和
浜
教
会
で
ご

ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
朴
昶
奎
神
父
様
と
３
人
の

信
者
さ
ん
と
一
緒
に
お
茶
を
し

て
知
名
瀬
教
会
へ
。
夕
方
は
小

宿
教
会
で
の
歓
迎
パ
ー
テ
イ
に

出
席
し
て
、
色
と
り
ど
り
の
島

料
理
に
満
足
す
る
こ
と
で
し

た
。
 

３
日
目
は
、
聖
年
の
巡
礼
指

定
教
会
に
な
っ
て
い
る
聖
心
教

会
（
栃
尾
泰
英
神
父
主
任
司

祭
）
で
９
時
か
ら
の
ご
ミ
サ
に

あ
ず
か
り
、
こ
こ
で
も
信
者
さ

ん
た
ち
と
交
流
の
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
婦
人
会
の
格
別
な
お

も
て
な
し
を
受
け
て
大
感
激
で

し
た
。
さ
ら
に
巡
礼
は
続
き
、

浦
上
教
会
、
瀬
留
教
会
、
安
木

場
教
会
、
嘉
渡
教
会
、
秋
名
教

会
、
芦
花
部
教
会
を
訪
問
し
ま

し
た
。
そ
し
て
夜
は
居
酒
屋
へ

と
足
を
運
び
盛
り
上
が
る
こ
と

で
し
た
。
 

最
終
日
は
、
有
屋
の
「
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
」
に
あ
る
和
光

園
教
会
を
訪
問
し
た
後
、
大
熊

教
会
へ
向
か
い
ま
し
た
。
大
熊

教
会
で
も
信
者
の
皆
さ
ん
か
ら

心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を

受
け
、
お
茶
を
い
た
だ
き
、
こ

の
教
会
の
管
理
者
で
あ
ら
れ
る

郡
山
健
次
郎
名
誉
司
教
様
を
囲

ん
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

大
熊
教
会
を
あ
と
に
し
て
か

ら
は
龍
郷
町
へ
移
動
し
て
、
赤

も
う
随
分
ず
い
ぶ
ん

昔む
か
しの

こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
私

わ
た
し
の
二
番
目め

の
兄あ
に

の
結
婚
披
露

け
っ
こ
ん
ひ
ろ
う

宴え
ん

で
の
出
来
事

で
き
ご
と

で

す
。
 

そ
の
時
代

じ
だ
い

は
新
郎
新
婦

し
ん
ろ
う
し
ん
ぷ

が
共と
も

に
自
分
じ
ぶ
ん

が
赤あ
か

ち
ゃ
ん
だ
っ
た
頃こ
ろ

か
ら
現
在
げ
ん
ざ
い

に
至い
た

る

ま
で
の
写
真

し
ゃ
し
ん

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映う
つ

し
、
そ
の
時
々
と
き
ど
き

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話は
な

す
こ
と
が
流
行
は

や

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
 

兄
の
生う

ま
れ
た
ば
か
り
の
写
真
が
映
し
出だ

さ
れ
る
と
父ち
ち

は
「
あ
ぁ
、
そ
う
だ
っ
た
な
。
こ

の
時と

き

は
…
」
と
感
慨
か
ん
が
い

深ぶ
か

げ
に
呟
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
母は

は

は「
あ
れ
は
違ち
が

う
。あ
れ
は
一
番
い
ち
ば
ん

目
の
子こ

だ
」と
ポ
ツ
リ
と
言い

い
ま
し
た
。そ
れ

を
聞き

い
た
父
が
ば
つ
が
悪わ
る

そ
う
に
俯
う
つ
む
い
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
覚お
ぼ

え
て
い
ま
す
。
 

母
親

は
は
お
や

と
い
う
の
は
自
分
じ
ぶ
ん

が
産う

ん
だ
子
供
こ
ど
も

の

こ
と
を
決け
っ

し
て
忘わ
す

れ
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
愛あ

い

し
続つ
づ

け
ま
す
。
 

皆み
な

さ
ん
は
大お
お

き
く
な
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
親
か
ら
言
わ
れ
、「
も
う
子
供
じ
ゃ
な

い
ん
だ
か
ら
…
」
と
思お

も

う
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。い
く
ら
自
分
は
そ
う
思
っ
て
も
、い
く

つ
に
な
っ
て
も
親
か
ら
す
れ
ば
自
分
の
子
は

「
子
」
の
ま
ま
の
よ
う
で
す
。
 

こ
の
母
の
愛
を
超こ

え
る
も
の
が
神
様
か
み
さ
ま

の
愛

で
す
。
 

そ
の
愛
は
イ
ザ
ヤ
の
預
言

よ
げ
ん

の
中な
か

で
「
女
お
ん
な
が

自
分
の
乳
飲

ち

の

み
子ご

を
忘
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

母
親
が
自
分
の
産
ん
だ
子
を
憐あ
わ

れ
ま
な
い
で

あ
ろ
う
か
。た
と
え
、女
た
ち
が
忘
れ
よ
う
と

も
／
わ
た
し
が
あ
な
た
を
忘
れ
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
（
イ
ザ
ヤ

49
・
15
）。
 

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
神
様
と
両
親

り
ょ
う
し
ん

は
愛
を
も
っ
て
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
皆

さ
ん
を
愛
し
続
け
、
信し
ん

じ
続
け
、
そ

し
て
絶
対
的

ぜ
っ
た
い
て
き

に
肯
定
こ
う
て
い

し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
 

だ
か
ら
こ
そ
こ
の
愛
に
応こ

た

え
て
ど
の
よ
う

に
生い

き
る
の
か
が
皆
さ
ん
は
問と

わ
れ
て
い
る

と
も
言
え
る
の
で
す
。
人

間
に
と
っ
て
最

も
っ
と
も
大
き
な

罪つ
み

と
は
自
分
に
向む

け
ら
れ

た
愛
に
反は

ん

す
る
こ
と
な
の

で
す
。

神
様
と
両
親
の
深
い
愛
に
つ
い
て

要　　理

親
子
の

会
を
訪
問
し
、
お
祈
り
を
し

て
、
空
港
近
く
の
奄
美
パ
ー
ク

に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
田
中
一
村
記
念
美
術
館
で
奄

美
の
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

巨
匠
田
中
一
村
の
絵
画
に
感
銘

を
受
け
、
奄
美
空
港
か
ら
鹿
児

島
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
 

こ
の
旅
行
で
は
訪
れ
た
奄
美

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
辿
っ
た

貴
重
な
歴
史
に
触
れ
、
奄
美
の

文
化
を
見
、
味
わ
い
、
各
地
域

の
信
者
さ
ん
の
心
か
ら
の
お
も

て
な
し
を
受
け
て
、
大
変
素
晴

ら
し
い
恵
み
の
多
い
巡
礼
と
な

り
ま
し
た
。

奄
美
の
教
会
巡
礼
と
観
光
の
旅
 

カ
ト
リ
ッ
ク
志
布
志
教
会
　
田

下

幸

次

う
に
、
ま
た
活
気
の
あ
る
平
和

な
街
に
な
る
よ
う
、
協
力
し
力

を
尽
く
す
」
こ
と
を
目
標
に
掲

げ
た
谷
山
宗
教
連
盟
発
足
式
が

柏
原
（
か
し
わ
ば
ら
）
神
社
に

お
い
て
三
社
三
つ
の
宗
教
団
体

合
同
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
団
体
は
同
じ
谷
山
地
域

に
あ
る
ご
近
所
の
妙
行
寺
（
み

ょ
う
ぎ
ょ
う
じ
）
、
柏
原
神

社
、
カ
ト
リ
ッ
ク
谷
山
教
会
の

三
つ
で
す
。
代
表
者
３
人
は

４
月
23
日
（
水
）
16
時
か
ら

「
教
会
も
神
社
も
お
寺
も
、
そ

の
地
域
の
方
々
の
癒
や
し
の
場

と
な
り
、
安
心
し
て
心
豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

▼
串
木
野
教
会
に
聖
櫃
 

６
月
22
日
（
日
）
、
川
内
教

会
（
福
崎
英
雄
神
父
）
の
巡
回

と
な
っ
て
い
る
串
木
野
教
会
に

こ
れ
ま
で
置
か
れ
て
な
か
っ
た

聖
櫃
が
設
置
さ
れ
、
感
謝
の
ミ

サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
 

設
置
さ
れ
た
聖
櫃
は
、
枕
崎

教
会
で
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の

で
小
さ
な
も
の
。
聖
櫃
が
お
か

れ
た
こ
と
で
教
会
ら
し
く
な
っ

た
と
喜
ば
れ
て
い
る
。

各
々
司
式
時
で
の
正
装
（
祭
服

着
用
）
で
最
前
列
に
並
び
、
次

に
一
般
信
者
が
続
き
ま
し
た
。
 

司
会
進
行
は
妙
行
寺
の
井
上

孝
彌
（
た
か
や
）
副
住
職
。
司

式
は
神
式
で
な
さ
れ
鶴
田
（
あ

き
ひ
さ
）
明
久
宮
司
が
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
鶴
田
宮
司
の
朗
々

た
る
心
に
響
く
力
強
い
お
声
や

太
鼓
の
音
に
感
動
し
、
三
社
の

参
加
者
一
同
も
各
々
の
祈
り
を

心
を
込
め
て
お
さ
さ
げ
致
し
ま

し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
参
加

者
は
、
盛
神
父
様
と
声
を
合
わ

せ
て
「
主
の
祈
り
」
を
唱
え
ま

し
た
。
　
　
 

荘
厳
な
発
足
式
の
後
、
準
備

さ
れ
た
会
場
に
案
内
さ
れ
、
楽

し
い
、
和
や
か
な
交
流
会
、
会

食
を
楽
し
み
、
時
間
の
経
つ
の

も
忘
れ
る
ほ
ど
の
よ
き
時
と
な

り
、
次
回
の
出
会
い
を
願
い
つ

つ
各
々
の
場
へ
帰
省
致
し
ま
し

た
。
次
回
の
会
場
提
供
は
、
順

番
で
は
、
谷
山
教
会
か
な
？
と

大笠利教会で記念撮影

信者さん宅で島料理に舌鼓

谷
山
宗
教
連
盟
発
足
式

思
っ
て
い
ま
す
。
 

（
カ
ト
リ
ッ
ク
谷
山
教
会
　

シ
ス
タ
ー
安
藤
克
子
）


